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スピーカー本体、ドック 、 AC 
パワーアダプター、シガー電源 
コードを巧団などでおおったが 
態でほわない 

熱びこ右ってケースび変あしたり、义が 
の原因となることびあります。 



0 

禁止 


指定なかの機おに使わない 

火災やけびの原因となります。 


0 

禁止 


取扱説明書 


お買い上げいただきありびとラござい 
まず。 

I A © ft 化 I 電気製品は安全のための注意事 
I 山胃° 1項を守らないと、火災や人身事 
故になることびあります。 

この取扱説明書には、事故を防ぐための重要 
なま意事項と製品の取り扱いかたをおしてい 
ます。 この取扱説明書をよくお読みのラえ、 
製品を安全にお使いください。お読みになつ 
たあとは、いつでも見られるところに必ずな 
管して < ださい。 
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圆 iPod 0 iPhone 
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SRS - V 500 iP 


lAm ま全のために 

ソニー製品は安全に充分配慮して設計されています。しかし、電気製品はすべて、 
まちびった使いかたをすると、火災や感電などにより人身事故になることびあり危 
険です。事故を防ぐために次のことを必ずお守り <ださい。 


タコ足配線をしない 

配線器具をタコ足配線して定格を超えた 
電流び流れると、火災などの原因となり 
ます。 



0 

禁止 


AC パワーアダプターコードや 
電源コードを AC パワーアダプ 
夕一に卷き付けない 

断線して火災の原因となります。 



電源プラグは巧を是ししやずいコンセントに接続ずる 

異萬び起さた場合にプラグをコンセントから旅いて、完全に電源び 
切れるよラに、電源プラグは容易に手の届くコンセントに接続して 
<ださい。 

通萬、本機の電源スイッチを切っただけでは、完全に電源から切り 
離されません。 


〇 


電源プラグは定期的に手入れを 
する 

電源プラグとコンセントの間に、ゴ S や 
ほこりびたまってミ显気を暇ラと、ショー 
卜して、火災の原因となります。電源プ 
ラグをコンセントから扳を、定期的にコ 
S やほこりを取ってください。 



〇 

指示 


下記のま意事項を守6ないと 

A 注意 I けがをしたり周辺の家財に損害を与えたり 

ずることがあ0まず。 


規定容量のヒューズを使う 

シガープラグ内部のヒューズを交換する 
とさは、必ずヒューズに記された規定容 
量のアンペア数のちのをお使い<ださい。 
規定容量を超えるヒューズを使ラと、火 
災の原因となります。 


〇 

指71^ 



本機の表示について 

誤った接続や使いかたをすると、|/のボタンのランプび点滅して本機び動作しなく 
なります。 

スピーカー本体の端子は車内専用、ドックは室内専巧です。スピーカー本体をドッ 
クに接続した状態で、スピーカー本体にシガー電源コードや接続ケーブルなどを接 
続しないでください。 

l / Ci ) ボタンのランプび点滅したとさは、下記に従って対応してください。 


下記の注意事項を守5ないと 

A 注意 I けがをしたり自動車に損害を与えたり 

ずることびありまず。 


スピーカー本体はまの純正ド y 
ンクホルダーなかに設置しない 

スピーカー本体びブレーキペダルの下な 
どに落下して、運較の巧げになり、 

事故やけびの原因となることびあります。 
付属の取り付け金具とストラップを使つ 
て、正しく設置してください。 

また、市販のド U ンクホルダーには設置 
しないで < ださい。 


電池についてのまを上のご注意 

液漏れ•破裂•発熱•発义-誤がにょる 

大けび や 失 巧を避けるため、下記のを意事頂をあずお巧 
日 < ださい。 


1/のポタンのランプ 原因 処置 


2回点滅を繰り返す スピーカー本体をドックに接続して、ドックの DC IN 12 V 端子 
に AC パワーアダプターを接続している 場合： 

スピーカー本体の iPod 及 iPod 接続ケーブルを iPod & 

iPhone 端テに、 iPod 接続ケー iPhone 端子から抜く。 

ブルを接続している。 


スピーカー本体をドックに接続して、スピーカー本体の DC IN 
1 2 V 端子にシガー 電源 コードを接続している 場合： 

ドックに iPod を接続してい iPod をドックから取りはずす。 

る 0 


3回点滅を繰り返す ドックとスピーカー本体の DC シガー電源コードと AC パワーア 

IN 12 V 端テに、シガー電源 ダフターを抜いて、いずれかを接 

コードと AC y くワーアダプター続し直す。 

の両方を接続している。 


本機に、対応電圧 （12 V ) よ 必ず付属の AC パワーアダプター、 
り高い電圧び加わっている。 またはシガー電源コード使ラ。 

DC 12 V 政外の電源電圧で本機を 
使用しない。 


本機内部の温度び上昇してい 本機の使用温度範囲内巧で〜 

る。 45に）で使う。_ 

スピーカー本体背面の通風孔を& 
さいでいないか確認する。 


まな仕様 



0 

禁止 


( お機では切下の電地をお使いいただけます。電池の種類については、電池本体 
上の表示をご確認ください。 


ボタン電池 

U チウム電池 CR 2025 

V 


齡危険 1 ボタン電池び液漏れしたとき 

ボタン電池の液び漏れたときは、素手で液ををね6ない 

液び本体内部に残ることびあるため、ソニーの相談窓□にご相談<ださい。 

液び目に入ったとをは、失明の原因になることびあるので目をこすらず、すぐに 
水道氷などのをれいな水で充分洗い、直ちに医師の治療を受けてください。 

ミ夜び身体やを服についたときを、やけどやけがの原因になるので、すぐにされい 
な水で洗い流し、皮膚に炎症やけびの症状びあるときには医師にネ目談してください。 


スピーカー 

.部 

実用最大出力 
(14.4 V ) 

16 W (全高調波垂1日％、1 kHz 、 インピーダンス 40) ( JEITA か） 

入力 

本体 ： iPod & iPhone 端子 （30 ピン)、ステレオ S ニジャック 
ドック： iPod ドック端モロ 0ピン)、ステレオミニジャック 

使用スピーカー 

ウーファー：直径56 mm 
ツィーター：直径2日 mm 

電源部 • その他 

使用温度節囲 

日で〜4日で 

電源 

本体： DC 12 V 力ーバッテ U - (マイナスアース） 

ドック： DC 12 V 

電源電圧 

本体 ： DC 10.5 V 〜16 V (シガー電源コード使用時） 

ドック： AC 100 V 〜 240 V ( AC バワーアダプター使用時） 

最大がお寸法 

約85 X 216 mm (直径 x 高さ、突起部含まず） 

質量 

本体：約540 g 

ドック：約 120 g (アタッチメント含まず） 


ま全のためのま意事項を守る 


この r 安全のために」をよくお読みください。 


子どをの手の届かない場所に設置する 

はずれた部品を飲みこんだり、落としてけびをしたりするなど、事 
故の原因となることびあります。 


〇 

指示 


定期的に点検する 


1年に]度は、 AC パワーアダプターのプラグ部とコンセントとの間にほこりびたまつ 
ていないか、故障したまま使用していないか、などを点検して<ださい。 


故障した S 使わない 


動作びおかしくなったり、破損しているのに気づいたら、すぐにお買い上げ店また 
はソニーのネ目談窓□に1彦理をご依頼 < ださい。 


万一、異常が起きた6 



〇運転中の場合は、安全な場所に車を停める。 
〇電源を切る。 

0 AC パワーアダプターを接続している場合 
は、コンセントから损く。 

シガー電源コードを接続している場合は、 
シガーライターソケットから损く。 

〇本機から iPod を取りはずす。 

0 お買い上げ店またはソニーの相談窓□に修 
巧を依頼する。 


警告表示の意ほ 

取扳説明書および製品では、次のよラな表示をしています。表示の内容をよく理 
解してから本文をお読みください。 


I A 岭 I この表示の注意き項を巧らないと、火災•感電-破裂などに 

1/!\也映1 より死亡■や大けびなどの人身き故び生じます。 


-がか I この表示の注意事項を巧らないと、火災•感電などにより死 

言口 I t や大けびなど人身ま故の原因となります。 

_-, この表示の注意事項を守らないと、感電やその他の事故によ 

ミ主意 ti 加;を L / ■こ till 辺の家財 I 。員胃を与ぇ/■こ D す S こけ；ぁ C 

- ' ます。 


注意を促ず記号 

A A 

乂災 感電 


行為を禁止する記号 

0 (§) ® 

禁止めれ手禁止分稱禁止 


行為を指示する記号 


〇 € 


指示 


つラグをコン 
セントから抜く 


因\危険] 


A\ 

火災 感電 


下記のミち意事項を守6ないと 

义災.感電.発熱.発义にょ0 

や ^ It hi の原因となりまず。 


指定なかの AC パワーアダプターやシガー電源コー 
ドをほわない 

必ず指定の AC (ワーアダプター、またはシガー電源コードを使用 
してください。 

破裂や過熱などによ0、乂巧やけび、周困のミち損の原因となりまず。 


0 


A 警告 


A\ 

乂が 感電 


下記のミち意事項を守6ないと 

义災 • 感電にょり大けがの原因となり 

まず。 


内部に水や真物を入れない 

水や異物び入ると火災や感電の原因とな 
ります。万一、ホ:や異物び入ったとさは、 
すぐに使巧を中止し、 AC パワーアダプ 
ターまたはシガー電源コードを旅いて、 
お買い上げ店またはソニーの柏談窓□に 
ご柏談ください。 



0 

禁止 


はじめか6ボリュームを上ばずぎない 

突然大をな音び出て耳をいためることびあります。ボ U ュームは徐々 
に上げましよラ。特に、デジタルオーディオプレーヤーなど、雑音 
のかないデジタル機器を聞<とさには注意して<ださい。 


0 

禁止 


雷が鳴0出した6、電源プラグ 
や付属のケーブル、スピーカー 
本体やドックに触れない 

感電の原因となることびあります。 



通電中のスピーカー本体やドック、 AC パワーアダプ 
夕一に長時間触れない 

長時間皮膚び触れたままになっていると、低温やけどの原因となる 
ことびあります。 


0 

禁止 


長時間使用しないとをは AC パワーアダプターをな< 

長時間使巧しないときは、安全のため AC パワーアダプターをコン 
セントから损いてください。 

通萬、本磯の電源スイッチを切っただけでは、完全に電源から切り 
離されません。 


3ラグをコン 
セントからほく 


お手入れの際、 AC パワーアダプターを巧< 

AC パワーアダプターを差し込んだままお手入れをすると、感電の原 
因となることびあります。 


€ 

つラグをコン 
セントから巧く 


車で巧用するとをのご注意 


A 警告 


A\ 

火災 感電 


下記のま意事項を守5ないと 

义災 • 感電にょり大けがの原因となり 

まず。 


道巧交ほ法に従って安全運おする 

運廣者は道路交通法に従ラ義務びあります。前方注意をおこたるな 
ど、安全運転に反する行為は違法であり、事故やけびの原因となり 
ます。 

•運転者は走行中に接続や設置、操作をしない。 

• 運較中に本機を注視しない。 

• 車外の音び聞こえる程度の音量で聞く。 


〇 

指示 


24 V まに使用しない 

本機は DC 12 V マイナスアース車専用で 
す。大型トラックや寒冷地仕様のディー 
ゼル車など、 24 V 車で使巧すると火災な 
どの原因となります。 



運拓操作やまがの可動部、エア 
バッグの動作を巧ばる場刷こ設 
置しない 

事故や感電、火災の原因となります。 
次のことをお守りください。 

• ネジやシートレールなどの可動部に 
コード類をはさみ込まない。 

• ステア U ングやシフトレバー、プレー 
キぺダ J レなどび正しく操作でをること 
を確認する。 



0 

禁止 


AC パワーアダプターに水などをかけない 

• 乂災や感電の危険を避けるために、 AC パワーアダプターを水のか 
かる場所や湿気のある場所では使用しないでください。また 、 AC 
パワーアダプターの上に花瓶などの氷の入ったちのを置かないで 
ください。 

• 万一、水などびかかったときは、すぐにプラグを撫き、お買い上 
げ店またはソニーの相談窓□にご相談ください。 


0 

禁止 


前方の巧巧を巧ばる場所に設置 
しない 

前方の視界の妨げになると、事故やけび 
の原因とな0ます。 





0 

禁止 


めれた手で AC パワーアダプターやシガー電源コー 
ドををね6ない 

感電の原因となります。 


めれ手禁止 


パイプ類、タンク、電気配線な 
どを傷ごけない 

火災の原因となります。車体に巧を開け 
て取り付けるときは、パイプ類、タンク、 
電気配線などの位置を確認してください。 



0 

禁止 


分解や改造をしない 

火災や感電、事故の原因となります。 
内部の点検や修理は、お買い上げ店また 
はソニーのネ目談窓□にご依頼ください。 



雨、水がかかる場所、湿気、ほこ0のるい場所には 
置かない 

上記のよラな場所に置くと、火災や感電の原因となります。 


0 

禁止 


シガープラグに水などをかけな 
い 

氷などびかかると火災や感電の原因とな 
ります。万一、かなどびかかったときは、 
すぐにプラグを损き、水分をきれいに取 
り 除いて < ださい。 



0 

禁止 


付属の部品で正しく取り付ける 

他の部品を使ラと、機器を傷つける、しっかり固定できないなどで、 
乂災やけびの原因となります。 


〇 

指示 


正し<設置ずる 

本書の説明に従って正し<設置して<ださい。正し<設置しないと、 
火災や感電によりま故やけびの原因となります。設置棲は、確実に 
設置されていることを確認してください。 


〇 

指巧 


巧定した場所に置< 

ぶ 

〇 

指示 

ぐらついた台の上や傾いたところなどに 
置くと、製品び落下してけがの原因とな 

ります。 







コード類は正し<配線ずる 

コード類は思こ引っかけたりして引っぱると製品の落下や廣倒など 
によりけびの原因となります。充分注意して接続•配線して<ださい。 


〇 

指示 


シガープラグは確実に巧入ずる 

奥まで確実に挿入してください。挿入び 
不完全だと異萬発熱して火災などの原因 
となります。また、シガープラグを差し 
込むとをや损くとをは、イグニツシヨン 
スイツチを OFF にしてください。 



〇 

指で 


シガーライターソケットを点巧-清掃ずる 

シガーライターソケットの中に煙草の灰や異物び入っていると、接 
触不良を起こし、シガープラグ部分び熱くなります。シガープラグ 
び発熱すると、火災などの原因となります。 


〇 

指で 


A 警告 

• ルさい電池は飲みこむおそれびあるので、乳幼児の手の届くところに置かない。 
万一飲みこんだ場合は、窒息や胃などへの障びいの原因になるので、直ちに医師 
に相談する。 

• 電池の液をなめた場合には、すぐにラびいをして医師に相談する。 

• 乂の中に入れたり、加熱、分解、改造しない。 

• 電池の （+) と （一) を正しく入れる。 

• ショートの原因となるので、金属製のコインやキー、ネックレス、ヘアピンなど 
と一緒に持ち運んだり、イ呆曽しない。 

• 新しい電池と使用した電池やちい電池、銘柄や種類の異なる電池を混ぜて使巧し 
ない。 

• 電池は充電しない。 

• 電池に液漏れや異臭びあるとをは、すぐに火気から遠ざける。 

• 電池に直接はんだ付けをしない。 

• 保管する場合および廃棄する場合は、テープなどで端子部を絶縁する。 

• 皮膚に障害を起こすおそれびあるので、テープなどで貼り付けない。 


齡ミ主意 1 

• 電池を落下させたり、強い衝撃を与えたり、変形させない。 

• 直射日光の強いところや炎天下の車内などの高温•多湿の場所に放置、保管しない。 
• 電池をかなどで属らさない。 

• 廃棄の際は、地方自ミ台体の条例または規則に従ってください。 


ほ用上のごを意 


取0巧いについて 

• キャビネットび巧れたときは、中性洗剤をみし含ませた柔らかい巧でふいてくだ 
さい。シンナー、ベンジン、アルコールなどは表面の仕上げをいためますので、 
使わないでください。 

• 本機を切下のよラな場所に置かないでください。 

一 直射日光の当たる場所、暖房器具の近くなど、温度の高い場所 
-炎天下や窓を閉め切った自動車内（特に夏季）など、異背に高温になる場所 
—時計、キャッシュカードなどの近く（防磁設計になっていますび、録音済みテー 
プや時計、キャッシュカード、フ□ッピーディスクなどは、スピーカーの前面 
に近づけないでください。） 

• 設置条件によっては、倒れたり落下したりすることびあります。貴重品などを近 
<に置かないで < ださい。 

• 持ち運ぶ隙、フ□ッピーディスクやクレジットカードなど磁気の影響を受ける物 
は、スピーカー本体の近くに置かないでください。 

• 無線機器をご使用の場合、誤動作の原因となることびあります。本機をアンテナ 
からなるベく離してお使いください。 

まで使ラときは 

• 本機に車のバッテ U —電源を直接接続しないで<ださい。故障の原因となります。 

•急ブレーキや急カープで、本機に接続した iPod やが部機器、コード類び動かない 
ように、しっかりと固定してください。 

• シガーライターソケットの形状によっては、シガー電源コードび入らないことび 
おじます。 

•本機や iPod 、 が部機器の操作や接続は、安全な場所に駐車してから行ってくださ 
い。 

. 車の種類によっては、エンジンを切ってをシガーライターソケットの電源び切れ 
ない場合びあります。本機を使用しないとをは、シガー電源コードを車から旅い 
て < ださい。シガー電源コードを差したままにすると、微小電力を消費し、車のバッ 
テリーあびりの原因となります。 

• シガー電源コードを振くときは、コードを引っ張らずに、必ずプラグ部を持って 
シガーライターソケットからないてください。 


が障かな？と思った5 

本機び正しく動作しないときは、下記の項目をチェックしてください。 

それでも正しく動作しないときは、お買い上げ店またはソニーの柜談窓□にお問い 
合わせ < ださい。 


をが 

原因 

処置 

音びルさい、または 
音び出ない 

ケーブルび抜けかかっている。 

接続を確認する。 

音量び最ルになっている。 

音量を上げる。 


接続ケーブ J レび端子にしっか 
りと接続されていない。 

一度取りはずして、接続し直す。 


iPod びドックにしっかりと接 
続されていない。 

お使いの iPod に適合した、 

Dock アダフタび装着されている 
ことを確認ずる。 


iPod で r 音量制限」を設定し 
てし''る。 

r 音量制限」の設定を調整または 
解除ずる。 


iPod で音楽び再生されていな 
い。 

再生を開始ずる。 


入力び接続磯器に切り替わっ 
てしげよし'!。 

INPUT ボタンを巧して、入力を 
切り換える。 


が部機器の音量びルさい。 

外部機器の音量を上げる。 

1」モコンで本機、ま 
たは iPod を操作で 

スピーカー本体から離れずざ 
てし'!る。 

1」モコン受光部に近づけて操作す 
る0 

さなし） 

U モコン受光部の前に障びい 
物び置いてある。 

1」モコン受光部の前から障びし、物 
を取り除く。 


iPod びしっかり接続されてい 
ない。 

お使いの iPod に適合した、 

Dock アダフタび装着されている 
ことを確認する。 


電池び消耗している。 

新しい電池と交換する。 


U モコン受光部に強い光（直 
射曰光や高周波点灯の堂光打 
など）び当たっている。 

1」モコン受光部に光び当た5ない 
よラにする。 


入力び iPod になっていなし、。 

INPUT ボタンを巧して、入力を 
iPod に切り換える。 

ブーンといラ音びで 
る、またはノイスび 
出る 

テレビなど近くに音びでる機 
器を置いている。 

音を発しているをのから、本磯を 
離す。 


電源を別のコンセントに接続し直 
す。 

音びひずむ 

音量び大さい。 

音量を下げる。 


接続機器の y (スブースト機能 
やイコライヴ磯能び有効に 
なってし'!る。 

機能を解除ずる。 
iPod のイコライヴ機能の場合は、 
「オフ」または「フラット」に設 
定する。 


が部機器の音量び大さい。 

外部機器の音量を下げる。 

1」モコンに電池び 
入らない（さつい） 

電池ををに挿入しよラとして 
し、る。 

極性 （+/-) を確認して正しく入 
れる。 


1/(!)ボタンのランプ音量を上げたとさや U モコンを受信したとさに I /& (電源/スタン 
びちらつく バイ）ボタンのランフびちらつくことびありますび、故障ではあり 


ません。 


ラジオび受信できない AUDIO IN にラジオを接続した場合、ラジオ放送び受信できない、 
または感度び大幅に低下する場合びあります。 


付属品 

ドック （1) 

AC バワーアダプター （1) 

電源コードぉ （1) 

シガー電源コード （1) 

U モコン （1) 

ボタン電池 （1) (リモコンに装着巧み、お試し用） 
iPod 接続ケーブルり） 

iPhoneSG および iPhone 3 GS 巧 Dock アダプタ （1) 

フィッティングクッシヨン （1) 

ストラップ （1) 

取り付け金具 （1) 

ネジ （2) 

クッシヨン （2) 

取扱説明書（本書） （1) 

保証書り） 

ソニーご相談窓□のご案内 （1) 

*1 JEITA は r 電子情報技術産業協会」の略称でず。 

*2 付属電源〕ードは、 AOOOV 巧でず。 

本機の仕様および列観は、改良のため予告なく変更することびありますび、ご了承ください。 


保証書とアフターサービス 

保証書 

• この製品には保証書び添付されていまずので、お買い上げの隙お買い上げ店でお 
受け取り <ださい。 

• 所定事項の記入および記載内容をお確かめのラえ、大切にイ呆存してください。 

• 保証期間は、お買い上げ曰より]年間です。 

アフターサービス 

調子が悪いときはまずチェックを 

この説日月書をちラー度ご覧になってお調べ < ださい。 

それでち具をの悪いときは 

ソニーの柜談窓□またはお買い上げ店にご相談ください。 

保証期間中の修理は 

イ呆証書の記載内容に基づいて修理させていただをます。詳しくはイ呆話書をご覧くだ 
さい。 

保証期間経過後の修理は 

修理によって機能び維持でをる場合は、ご要望により有料修理させていただきます。 

部品の保有期間について 

当社ではパーソナルドックシステムの補修巧性能部品（製品の機能を維持するため 
に必要な部品）を、製造打ち切り後6年間保有しています。この部品保有期間を修 
理可能期間とさせていただをます。保有期間び経過したあとわ、故障箇所によって 
は修理可能の場合びありますので、お買い上げ店またはソニーの相談窓□にご相談 
<ださい。 


票 i 敕 ? ？遵薑基遺讚、付時間などは http://www.sony.co.jp/support 



ソニー株式会社〒 1 08-007 己東京都港区港南 1 -7- 1 


製品登録のおすすめ 

ソニーは、製品をご購入いただいたお客様のサポートの充実を図るため、 

製品登録をお願いしております。詳しくはウェブ上の案巧をご覧ください。 

パソコンから 

http://www.sony.co.jp/avp-regi/ 

携帯電話から 

http://reg.msc.m.sony.jp/avp/ 

QR コードでアクセス 

2巧元〕ード対応のカメラつき携帯電話の読み取り機能でご利用ください。 



商標 

• "サウンドマグ "、 "SOUND MUG"、"SOUND MUG " ロコ‘はソニー株式会社の商 
標です。 

• iPhone 、 iPod、iPod classic、iPod nano、iPod touch I ま、米国および他の国々 
で登録された Apple Inc の商標です。 

• iPhone 商標は、アイホン株式会社のライセンスに基づき使巧されています。 

•「Made for iPod」、「Made for iPhone 」 とは、各々 iPod、iPhone 専用に接続す 
るよラ設計され、アップルび定める性能基準を満たしているとデべ□ッパによつ 
て認定された電子アクセサ U であることを示します。 

アップルは、本製品の機能、安全、および規格への適合について一切の責任を負 
いません。 

• その他、本書に記載されているシステム名、製品名は、一般に各開発メーカーの 
登録商標あるいは商標です。なお、本文中には™、 ® マークは明記していません。 

















各部の名前とはた 6 を 

スピーカー本が 

前面 


田リモコン受光部 

U モコンからの信号を受けます。 

回 INPUT (入力切換）ボタン 

iPod とが部機器の入力を切り換え 
ます。 

固 1/(1) (電源入/切）ボタン 

本機の電源を入/切します。電源 
び入つているとをはランプび点む 
します。 

团 VOLUME (音量） -/+ ノプ 

回して音量を調節します。 

固ドック接続端子 

室内でドックに接続します。 


の回 



心凶凶山 
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■ J モ3ン 


固ストラップ用フック 

車内で、落下防止用のストラップ 
を取り付けます。 

囚 iPod & iPhone 端子 

車内で iPod を接続します。 

画 DCIN 12 V 端子 

車内でシガー電源コード（付属） 
を接続します。 

回 AUDIO IN 端テ 

(ステレオミニジャツク） 

車内でが部機器を接続します。 



田 INPUT (入力切換）ボタン 

iPod とが部機器の入力を切り換え 
ます。 

图 MENU (メニユ ー） ボタンが 
(iPod 再生操作用） 

iPod の MENU ボタンに似た働き 
をします。 

图♦/♦ボタンが 
(iPod 再生操作用） 

iPod 画面のメニューや再生する曲 
を選びます。 


iPod ドック端子 

室内で iPod を接続します。 

AUDIO IN 端子 

室ので外部機器を接続します。 

スピーカー本体接続端テ 

室巧でスピーカー本体を接続します。 

DC IN 12\/端子 

室内で AC パワーアダプター（付属） 
を接続します。 


囲 VOL 宿量） +/- ボタンが 

音量を調節します。 

固1/む（電源/スタンバイ）ボタン 

本機の電源を入/切します。 

固 ENTER (ミ夫定）ボタンが 
(iPod 再生操作用） 

選んだメニューを実行したり、曲を 
再生したりします。 

因(再生/-時停止） ボタンが 
(iPod 再生操作用） 

曲を再生/一時停止します。長く押 
すと、 iPod の電源を切ります。 

图(頭出し）ボタン 
(iPod 再生操作用） 

前/次の曲の頭出しをします。長く 
押すと、曲を早戻し/早送りしまず。 
*1 お使いの iPod によっては、操作でさない場 
合び あります。 

*2 VOL +ボタンと>11ボタンには、凸点（突起） 
び付いています。操作の目印としてお使い< 
ださい。 


リモコンを使う前に \ 

お買い上げ時には、 U モコンに電池び入っています。 

お使いになる前に、絶縁シートを引を抜いて<ださい。 ^ - 

y モコンを使ラとをは 

スピーカー本体の U モコン受光部に向けて操作してください。 

ごま意 

• スピーカー本体のリモコン受光部に、直射日光や照明器具の強い光び当たらないようにごを意く 
ださい。 U モコン操作びでさないことびあります。 

• スピーカー本体の設置場所や向をによって、1」モコンで操作でをないことびあります。 

リモコンの電池交換について 

電池び消耗すると、 U モコンで操をる距離び短<なります。 

新しい U チウムボタン電池 CR 2025 (別売り）と交換してください。 

リチウムボタン電池は、ふつラの使いかたをした場合約]年間ちちます。 

+の刻印びある面が上 




リチウムボタン電池についてのご注意 

• 接触不良を防ぐため、使用する前に電池ケースの中と電池を乾いた巧でよくないてください。 
• 金属製のピンセツトなどで電池をつかまないで<ださい。ショートするおそれびあります。 


仪警告 I 


•テ供の手の届かないところに置いて<ださい。万一電池を飲みこんだ場合は、直ちに医師と 
相談してください。 

•十と-の向さを正し < 入れて < ださし、 

• 巧電や分賴をしないでください。 

• 電池を交換するとさは、必ず同じ種類の IJ チウムボタン電池 CR 2025 を使用してください。 


本機に巧応する iPod & iPhone 

本機には下記の iPod & iPhone び対応しています。ご使用の前に、お使いの iPod る 
iPhone を最新のソフトウェアにアップデートしてください。特別な場合を除き、こ 
の取扱説明書では iPod および iPhone の総称として 「 iPod 」 と記載しています。 


し ◎ J 

iPhone 3 GS 


し ◎ J 

iPhone 3 G 

画 

◎ 




iPod touch 
(第2世代） 


I _ I iPod nano 

iPod nano (第ビデオ） 
(第 4 世代ビデオ） 


iPod nano 
(第2世巧 
アルミニウム） 


iPod touch 
销1世做 

函 

を 

iPod classic 


iPod nano 
(第 5 世代 
ビデオカメラ） 


画 

〇 


iPod 

煤5世代ビデオ） 


• 2010年7月現在 

ごま意 

• 対応な外の iPod を本機に接続しないでください。本機で対応していない iPod を使巧した際の 
動作はお証しておりません。 

• 対応している iPod でち、本機におレてすべての操作びでをるねけではありません。 

• iPod のソフトウェアのバージヨンによっては、本機で操作できないことびあります。 

• 本磯は iPod の音楽再生機能にのみ対応しています。 

• iPod を再をしても本機から音び出なレ、本機び iPod を認識しなしげょどの場合は、 iPod を接続 
し直すか、リセットしてください。 

.本磯の不具合など何らかの原因で、が部機器などの記録内容び破損■消滅した場合など、レかな 
る場合においてを、記録内容の補償およびそれに付随するあらゆる損害について、当社は一切責 
任を負いかねます。また、いかなる場合においても、当社にて記録内容の修復、復元、複製など 
はいたしません。あらかじめご了承<ださい。 

• iPhone 3 G および iPhone 3 GS は単独の通信業者のサービスでのみお使しルすこだけるよう設定 
されてレる場合びあります。 




家で® 5 



車で® 5 


準備する 


室内で iPod の音楽を聞くために必要なものを準備します。 

•スピーカー本体 •ドック • AC パワーアダプター 





• 電源コード 


iPhoneSG および 
iPhone 3 GS 巧 Dock 

アダプタ 




iPod (別売り） 


接続する 


付属の AC バワーアダプターをドックと電源に接続する。 

コン'セント〜苗ヮ-ァダプタ- DCIN 12 V 5 S 子へ 








2スピーカー本体をドックに接続ずる。 




ごま意 

•スピーカー本体を、ドックにまっすぐ最後まで巧し込んでください。左ちに愼けると、 
電源び入らなかったり、音び出ない場合びあります。 

• 車で使巧した後などは、スピーカー本体底面の端モにゴミなどび付着していないか確 
認してから、ドックに接続してください。また、端テは定期的に清掃してください。 

iPod 用アダプタをドックに取0付ける。 

-iPhon が GS , iPhone 3 G -iPhone 3 GS , iPhone % 


の場合- 


1 U がの場合- 




本機に付属の Dock アダプタ 


iPod に付属、又は Apple 
Inc . 製 Dock アダプタ巧リ売） 


iPod 用アダプタを取りはずすときは 

内側の溝（〇)に / T \ などを引っかけて持ち上げます。 



AC パワーアダプターについて 

• AC パワーアダプターを掠くとさは、あらかじめ本機の電源をお切りくださ 
し、電源を入れたまま AC パワーアダプターを振くと、誤動作の原因となる 
ことびあります。 

• 必ず付属の AC ノ くワーアダプター（極性統一形プラグ- ろ 

JEITA 規槪をご使巧ください。付属 L がが 0 AC パワー <9> 

アダプターを使巧すると、故障の原因となることがあ 
りまず。 極性統一おプラグ 

• 付属の電源コードは本機専巧です。他の機器ではご使用になれません。 

• AC パワーアダプターは容易に手び届くよラな電源コンセントに接続し、異 
背び生じた場合は速やかにコンセントから损いてください。 

• AC パワーアダプターを本棚や組み込み式キャビネットなどの狭い場所に設 
置しないで < ださい。 


音楽を聞< 


11/むポタンを巧して、本機の電源を入れる。 

I / Cl ) ボタンのランプび点打します。 

2 I/cl) ポタンのランプが 3 回点滅するまで VOLUME ノブを一方向に回 
して、本機の音量を最ルにずる。 

リモコンでは、 V 0 L - ボタンを巧します。 

3 iPod をドックに接続する。 

iPod ドック端子の角度に沿って差し込んでください。 



iPod の充電び始まります。充電の状態は iPod に表示されます。詳しくは、 
お使いの iPod に付属の取扱説明書をご覧ください。 

ごま意 

iPod をドックに接続ずるとをは、カバーやケースを取りはずしてください。 

をヒント 

電源び入ったスピーカー本体をドックに接続した巧態で、 iPod をドックに接続すると、 
入力び自動的に iPod に切り替わります。 

4 リモコンまたは iPod を操作して、再生を開始ずる。 

ドックに接続した状態で iPod を操作するときは、 iPod を手でしっかりと 
まえて < ださい。 

5 VOLUME -/+ ノブを回して、音量を調節ずる。 

リモコンでは、 V 0 L +/- ボタンを押します。 



をヒント 

• iPod を操作しても本機の音量を調節できます。 iPod をドックから取りはずすと 、 iPod 
の音量は接続前の状態に戻ります。 

•スピーカー本体を接続していない状態で、ドックに iPod を接続している場合も、ドック 
を電源に接続していれば iPod を巧電できます。 

スピーカー本体や iPod を取りはずすときは 

ドックを手で押さえなびら取りはずします。 




ごま意 

iPod を取りはずすときは、 iPod ドック端テの角度に沿って巧いてください。 


その他の機器の音楽を聞< 

対応 iPod 切がのが部機器も、本機に接続して音楽を間けます。 

接続ケーブル（別売り）を、ドックの AUDIO IN 端モとが部機器に接続します。 

ごま焉 

• 本機の音量を下げてから接続してください。 

•接続ケーブル（別売り）の形状によっては、本磯の AUDIO IN 端テに接続でをない場合び 
あります。このよラな場合は、無理に差し込まないでください。本機の故障の原因となる 
ことびあ0ます。 

• iPod を iPod ドック端テに接続した状態で列部機器を再生している場合は、 iPod の音量 
を操作してち外部機器の音量は調節でをません。 


接続ケーブル（別売り） 


が部機器へ< 



AUDIO IN 端子へ 

( 麵 … I 1 

を 

[f 心 



11/む ポタンを巧して、本機の電源を入れる。 

1/のボタンのランプび点なします。 

2 I/cl) ポタンのランプが3回点滅するまで VOLUME ノプを一方向に回 
して、本機の音量を最小にずる。 

3 INPUT ボタンを巧して、外部機器に入力を切り換える。 

4 が部機器を操作して、再生を開始する。 

5 音量を調節ずる。 

外部機器を適切な音量にし、本機の VOLUME — /+ ノプを回して調節します。 

再生を開始してち音が出ないときは 

上記の手順で再生を開始した後、音量を調節しても音び出ないとさは、外部機 
器に入力び切り曽わっていない巧旨目性びあります。このような場合は 、いった 
ん本機の音量を下げてから、再度 INPUT ボタンを押してください。 

ごま弯 

• ラジオまたはワンセグチューナー内蔵機器を接続した場合、放送び受信で定ない、または 
感度び大きく低下することびあります。 

•使用しないときは、接続ケープル（別売り）をドックから巧いてくださし、。差したままに 
していると、ノイズび発生する原因となることびあります。 

をヒント 

リモコンでは、1/のボタンと V 0 L +/- ボタン、 INPUT ボタンを使って操作できます。 


準備する 


車内で iPod の音楽を聞くために必要なちのを準備します。 

• スピーカー本体 • フィッティング • ストラップ 

クッシヨン 





取り付け金具 


• シガー 電源 コード 



iPod 接続ケーブル • iPod (別売り） 



設置する 


本機を車で使ラとさは、スピーカー本体を車の純正ド U ンクホルダーに設置し 
ます。前方の視界や運転の妨げになるよラな場所を避け、確実に設置してくだ 
さし、。 



本機の落下を防ぐために、下記の手順に従って必ず付属のストラップを取り付 
けて < ださい。 

1ドリンクホルダーに スピー カー本体を設置する。 


ド U ンクホ j レダーとスピーカー 
本体のサイズび合っている場合 


ド U ンクが レターと ス ピーカー 
本体の隙間び大をい場合 




ドリンク 
ホルダー 


フィッティング 
クッシヨン 


ドリンク 

ホルダー 


ごま意 

•設置前に、ド1」ンクホルダーび濡れていないか確認してください。スピーカー本体底 
面の端テび濡れると、故障の原因となることびあ0ます。 

• スピーカー本体の通風孔を、フィッティングクッションでふさびないよラにごを意く 
ださい。 

• サイズのかさいドリンクホルダーに、フィッティングクッションを巧理に巧し込まな 
いでください。破損の原因となることびあります。 

スピーカー本体のストラップ用フックに、ストラップを取0付ける。 



ストラップ 


3 取り付け金具の取り付け位置を決める。 

ストラップを取り付けると去は、：欠のよラな場所を選んでください。 

• 助手席側 

• 万ースピーカー本体び落下した場合、ブレーキペダルの下に挟まらない場所 
• ストラップびシフトレバーなどの操作を妨げない場所 

4 取り付け金具を固定ずる。 

固定する前に、取り付け面のちれをがをとってください。 

©両面テープのはくり紙を (2) ネジで固定する。 

はがし、貼り付ける。 


取り付け金具 




はくり紙 


5 ストラップを取り付け金具に取0付ける。 



6ストラップびたるまないよラに、アジヤスターで長さを調節する。 



車か目スピーカー本体を持ち出すときは 

ストラップ先端部から取りはずします。 



ごま意 

本機を車内に長時間放置しないでください。使巧後は直射日光の当たらない場所に保管して 
ください。本機を高温の車内に放置すると、故障の原因となることびあります。 


接続する 


付属の シガー 電源 コードを、スピーカー 本体と シガー ライターソケットに接続 
します。 

DC IN 12 V 端子へ 


シガーライター 
ソケツトへ ， 


.瞧I 



シガー電源コード、蓋公^/ k _ ) 

(付鼠 / 

ごま意 

使巧後は、必ずシガー電源コードをシガーライターソケットから巧いてください。シガー電 
源コードを巧くときは、あらかじめ本機の電源をお切りください。 


音楽を聞< 

11/¢ボタンを押して、本機の電源を入れる。 

1/のボタンのランプび点むします。 

2 1/¢ボタンのランプび3回点;'威ずるまで VOLUME ノブを一方向に回 
して、本機の音量を最小にずる。 

3 付属の iPod 接続ケーブルを、スピーカー本体と iPod に接続ずる。 

t 产 iPod & iPhone 端子へ 




/{{ 戶 iPod の Dock I J 

Y コネクタへ 

iPod 接続ケーブル ▲マークを下にして 

(付属） 差し込む 

iPod の巧電び始まります。充電の状態は iPod に表示されます。詳しくは、 
お使いの iPod に付属の取扱説明書をご覧ください。 

をヒント 

電源び入ったスピーカー本体に iPod を接続すると、入力び自動的に iPod に切り替わ 
ります。 

iPod を操作して、再生を開始ずる。 

VOLUME - /+ ノブや iPod を操作して、音量を調節する。 



をヒント 

iPod を取りはずすと、 iPod の音量は接続前の状態に戻ります。 


その他の機器の音楽を聞< 

対応 iPod 切がのが部機器も、本機に接続して音楽を聞けます。 

接続ケープル（別売り）を、スピーカー本体の AUDI 日 IN 端子と外部機器に接 
続します。 

ごま意 

• 本機の音量を下げてから接続してください。 

•接続ケーブル（別売り）の形状によっては、本機の AUDIO IN 端テに接続でをない場合び 
あります。このよラな場合は、無理に差し込まないでくださレ。本磯の故障の原因となる 
ことびあります。 

• iPod を iPod & iPhone 端テに接続した状態で外部機器を再生している場合は、 iPod の音 
量を操作してをが部機器の音量は調節でさません。 


AUDIO IN 端子へ 


が部機器へ< 



接続ケーブル（別売り） 

11/¢ボタンを押して、本機の電源を入れる。 

|/のボタンのランプび点なします。 

2 1/¢ボタンのランプび3回点;'威ずるまで VOLUME ノブを一方向に回 
して、本機の音量を最小にずる。 

3 INPUT ボタンを巧して、夕1•部機器に入力を切り換える。 

4外部機器を操作して、再生を開始ずる。 

5音量を調節ずる。 

が部機器を適切な音量にし、本機の VOLUME —/+ノブを回して調節します。 

再生を開始してち音が出ないときは 

上記の手順で再生を開始した後、音量を調節してち音び出ないとさは、外部機 
器に入力び切り替わっていない可能性びあります。このよラな場合は、しわた 
ん本機の音量を下げてから、再度 INPUT ボタンを押してください。 

巧主写 

• ラジオまたはワンセグチューナー内蔵磯器を接続した場合、放ちび寶信でをない、または 
感度び大さく低下することびあります。 

•使用しないときは、接続ケープル（別売り）をスピーカー本体から振いてください。差し 
たままにしてレると、ノイズび発生する原因となることびあります。 










